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　同月二十八日4時20分より5時5分まで出立の観測個撒四個，結果は
甚だ貧弱で各々別々の流星群の襟にしか思はれませんでしナこ．
　　　　　　　四月十三日　　　　　紀伊亭屋　小忌孝二郎
　　　　　　　　　　　驚くべき流星爾の報告
近着のPOPULAR　ASTRONOMY第354號に嫁れば，昨1927年六月下旬，
全世界の入々がかのWinnecke彗星を見て大評判にしてみる頃，米國に
於いて非常に見事な流星の雨下するのを見ナこミいふ報知が，流星學者Oli－
vier氏の手許に迭られテこ由，今其の要鮎を羅して見るS，報告者の一人は
Tennessee州Chattanooga市の測候所員C．　C．　Willipordミいふ人で，手
紙の一節に
　　「六月二十六，ご十七，二十入，二十九の四晩にに多数の流星な見ましす二・此
　等［tかの彗星の見えてみれ琴座あt：りから現闇れるらしくありましナこ」
ミある，叉，同じ六月二十三日午後11時から二三3時までの間に，北Carolina
州Winston－Salem市のK．　A．　Shepherd氏εR，　C．　Strelitz氏其の他の人
々が驚くべき多藪の流星雨を見たεの報告もあった．Shepherd氏の手紙
には
　　「流星ば殆んご空のこの遇からも見え，融けさまにごし々々躍るものですから
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　其の輻射黙准求めrs　Eか，其の経路た正しく圏に書くなごに亡ても不可能でし
　　す1・・…・午後11時にに毎時間60個ぐらみの割合で飛んでゐましすごが，12時にば其
　　れが100個以上εなり，其の後iit漸次減じく，3時頃にに毎時間30個ぐらみの割
　合になりましすご……個々の流星の飛ぶ時間ば挙均2秒乃至3秒ぐらゐでしすごが，
　或うものに5秒に．も及びましナこ……流星［t眞直ぐ南の方へ飛びましナ：・之れに天
　　のこの部分の流星も皆同様でしナこ・既うし才こ蓮動方向口私の多くの友人すこちも
　　認めまし7こ……午前2時頃にぱ流」三の飛ぶ方向が一般に南西へ移るPうでしずこ」
叉，Strelitz氏の手紙には，
　　「私共が見ナこ流星の数についてiエ，εても籔字で言へないはこ私共な迷匡ぜま
　　しすご・次ぎ々々に製出のものがCIR　［tれ，大抵itよほこ光りの強いものでし7こ・
　或ろものは大喝光りが美きかっ7こので15－v6分間の後まで何か音響が聞えない
　　か書注意しましたが，何も聞えまぜんでし’7こ・：或る少撒のものた除き，流星に
　皆正しく西へ飛び藻し7こ………私共が見六のli，しかし，流星のホンの一部分
　　でぜう・家屋が那回してゐましたので」・
此等の報告で見るミ，其の頃，或る特別な時刻には或る一地方に於いて非
常に多藪の流星が出たεいふこごが確かであって，直れは學織上大切な事
であるが，惜しいこεにも上記0）入目は流星については何9）智識も素養も
無い人らしかったやうである．此れ程多撒の流星を見てみながら概略の輻
射織さへ決定出嫁なかったのは遺憾に堪へない．こんな時，若し充分な観
測が不可能εすれば，逸早く最寄りの天文皇へ電話か電報を以って知らせ
專門家の協力を待つべきである．
　今後も，こんな事が何所で何時起るかも知れないのであるから，本誌の
讃者たちも常々心得て置かるべき事であらう．
　　　　　　　　　　　　御　　断　　り
：先月の雨夜1閑談『ニウ｝ン漫談』中に私ば田邊1先生のお話こしてケルヴイン卿の
妙な書きまUt：・そしてケシヴイン卿が∫・」・ThomsonであるJCF）うに：書いて置
きましブこがあれば全く私の記憶ちがひでWilliam　Thomsonの間蓮ひです，．こ
れば全く筆者の責任で田邊先生に匡實に相すまぬご恐縮する次第です・こsに
謹んで訂正します・術ほこの事Ae注意して下さつ7こ東京の佐野志耶氏の親切に
厚く御禮申上げます・（鴨汀驚人）
